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食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

予
よ

防
ぼう

に
役
やく

立
だ

つ

　災
さい

害
がい

時
じ

は、水
みず

や衛
えい

生
せい

用
よう

品
ひん

の不
ふ

足
そく

などが要
よう

因
いん

となり、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

が発
はっ

生
せい

しやすくなります。
　食

しょく

中
ちゅう

毒
どく

の予
よ

防
ぼう

のためには、水
みず

が
使
つか

えても使
つか

えなくても、手
て

洗
あら

いや
手
て

の消
しょう

毒
どく

が重
じゅう

要
よう

です。
　家

いえ

にある衛
えい

生
せい

用
よう

品
ひん

を、家
いえ

の人
ひと

と
見
み

直
なお

して、備
そな

えておきましょう。
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手
て

の消
しょう

毒
どく

や食
た

べ物
もの

に直
ちょく

接
せつ

触
ふ

れないために使
つか

うもの、
煮
しゃ

沸
ふつ

消
しょう

毒
どく

ができるものなどを用
よう

意
い

します。

衛
えい

生
せい

用
よう

品
ひん

水
みず

が使
つか

える時
とき

水
みず

が使
つか

えない時
とき

石
せっ

けんを使
つか

って、ていねいに手
て

を洗
あら

います。 ウェットティッシュやおしぼりで汚
よご

れを落
お

とします。
十
じゅう

分
ぶん

な量
りょう

の消
しょう

毒
どく

用
よう

アルコールを手
て

のひらにとって、手
て

全
ぜん

体
たい

によくすり込
こ

んでから、乾
かわ

かします。

食
た

べる前
まえ

に、消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

や容
よう

器
き

の破
は

損
そん

、においや見
み

た目
め

を確
かく

認
にん

することが大
たい

切
せつ

です。 食
た

べ物
もの

は取
と

っておかないで、できるだけ早
はや

く食
た

べ切
き

ることが、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の予
よ

防
ぼう

になります。

食
しょく

事
じ

の前
まえ

やトイレの後
あと

、不
ふ

衛
えい

生
せい

なものに触
ふ

れた後
あと

は手
て

を洗
あら

う

食
た

べ物
もの

が傷
いた

んでいないかを確
かく

認
にん

する 配
くば

られた食
た

べ物
もの

は早
はや

めに食
た

べる
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消
しょう

毒
どく

用
よう

アルコール

カセットこんろ

ラップフィルム
アルミ箔

はく

使
つか

い捨
す

て手
て

袋
ぶくろ

ウェットティッシュ

ポリ袋
ぶくろ

鍋
なべ

ガスボンベ

後
あと

で

食
た

べよう

災
さい

害
がい

時
じ

の食
しょく

③ 災
さい

害
がい

時
じ

の食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

を予
よ

防
ぼう

するには


